
重文札幌農学校第2農場農機類標本台帳

一般名称: クローラトラクタ 現地の通称: 三菱TA25トラクタ

資料種別: 製品-実物 製品-レプリカ 製品-模型 製品図面 写真等 図書掲載 その他

資料種類:

動力・分野

人力用具

畜力用具

原動機具

トラクタ用機

耕起前器具

耕耘用具

整地用具

施肥播種

管理防除

収穫機

調製機器

加工機器

貯蔵関連

施設類

機素

その他

管理プレートNo.

台帳No.

製作者・会社: 三菱重工業㈱東京機器製作所

製造年_購入年,標本収集年： 1947年製造、同年北海道（緊急開拓事業）で購入、昭和32年北大移管

製造市・国名 日本

使用目的･

使用方法

等

今日も北海道内に残る装軌型トラクタ標本その5

仕様書_解

説等

右に全体図

車両番号：ＴＡ0120、機関：水冷縦型４

Cyl.頭上弁式ガソリン、マグネト点火、

4600cc、32PS/1100rpm、三菱重工㈱東京機

器製作所製

同型のクボタT25仕様＝牽引力25Ps、機

関：水冷縦型４Cyl.頭上弁式ガソリン（灯

油切換）、圧縮比5.6:1、32Ps/1200rpm、

履帯寸法1070ｘ254mm、前進３速（3.6、

4.7、8.8km/h）後進4.3km/h、

資料の

  所在 牝牛舎

外観特色

関連図等

利用経過

_収集記

録_意義

等

北大保管の昭和22年製三菱クローラトラクタ、小松T25型の図面を使った共通仕様品。農林省の緊急開拓事業により

製造し北海道に配置されたが、当事業は新墾用プラウなど作業機がないこと、燃料不足と他への流用が頻発したこと

などによって開発が進まず、早々に頓挫（昭和21年9月ＧＨＱ指令：ブラウン旋風）した。北海道では昭和21年夏に

耕土改良用のプラウ（開拓101・301型けん引プラウ）の開発に着手し、これら遊休トラクタを用いて耕土改良事業に

つなぎ大きな波及効果をもたらした。北大農学部は、緊急開拓事業－耕土改良事業用の機種選定とプラウ開発の拠点

となったことから、昭和32年に北海道開発局から三菱式と加藤式の二台を標本として移管され、それ以後昭和40年代

半ばまで学生の運転実習に使われた。

資料管理

経過

牝牛舎209

作業メ

モ・上掲

欄の超過

文追記

資料への特記事項

台帳管理番号


